
 

第
二
十
三
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト 

二
月
十
五
日
、
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
トin

東
三
河
が
穂
の
国
豊
橋
芸
術
劇
場
、
ホ
テ

ル 

ア
ソ
シ
ア
豊
橋
、
ホ
テ
ル 
ア
ー
ク
リ

ッ
シ
ュ
豊
橋
に
お
い
て
県
境
連
携
の
蓄

積
を
活
か
し
た
三
遠
南
信
地
域
の
創
生

～
と
も
に
生
き
る
未
来
を
目
指
し
て
～

を
テ
ー
マ
に
関
係
市
町
村
の
首
長
、
行
政
、

住
民
六
百
人
超
の
参
加
を
も
っ
て
開
催

さ
れ
た
。 

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
小
山
舜
二(

鞍
掛
山

麓
千
枚
田
保
存
会)

は
新
東
名
開
通
に
伴

い
「
道
」
分
科
会
の
住
民
代
表
の
発
言
者

と
し
て
出
席
し
た
。 

 

午
前
中
の
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
住
民

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
「
道
」
、
「
技
」
、

「
風
土
」
、
「
山
・
住
」
の
四
分
科
会
に
お

け
る
発
言
趣
旨
を
参
加
者
全
員
で
議
論

し
、
そ
の
内
容
を
分
科
会
で
発
言
し
た
。 

「
道
」
分
科
会 

佐
原
豊
橋
市
市
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
穂
積
新
城
市
市
長
、
古
関
豊

橋
市
議
会
議
長
、
山
脇
豊
川
市
市
長
、
大

村
天
竜
商
工
会
会
長
、
佐
原
湖
西
市
商
工

会
会
長
、
小
山
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

会
長
、
鈴
木
浜

松
市
議
会
議

長
、
木
下
飯
田

市
議
会
議
長
、

山
下
田
原
市

市
長
、
杉
本
駒
ヶ
根
市
市
長
、
伊
藤
下
条

村
村
長
、
山
浦
駒
ヶ
根
商
工
会
会
頭
、
山

内
地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
代
表

理
事
の
十
三
名
が
新
東
名
開
通(

浜
松
い

な
さJ

C
T

～
豊
田
東J

C
T

)

を
契
機
と
し

た
各
地
域
の
課
題
、SA

,P
A

,

道
の
駅
を
活

用
し
た
地
域
観
光
拠
点
づ
く
り
及
び
圏

域
内
外
に
及
ぶ
広
域
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
を
展
望
し
、
今
後
、
連
携

し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言
が
あ
っ

た
。 穂

積
新
城
市
市
長
は
念
願
の
新
東
名

開
通
は
こ
の
地
方
に
と
っ
て
世
紀
来
の

で
き
ご
と
で
あ
る
。
特
に
有
海
工
業
団
地

の
拡
充
に
物
流
、
雇
用
促
進
等
大
き
な
変

化
が
望
め
る
。
ま
た
、
名
古
屋
ま
で
の
高

速
バ
ス
の
導
入
で
学
生
や
会
社
員
が
通

勤
圏
内
に
入
る
。
等
々
明
る
い
兆
し
の
発

言
が
あ
っ
た
。 

(

舜)

の
発
言
概
要 

新
城

IC

開
設
に
伴
い
四
谷
の
千
枚
田

を
事
例
に
み
る
と
、2

0
1

2

三
遠
南
信
道

路
、
浜
松
い
な
さJ

C
T

、
鳳
来
挟IC

開

通
に
お
い
て
観
光
客
が
じ
わ
じ
わ
と
増

え
、
昨
年
の
一
年
間
を
見
て
も
約
五
千
人

増
の
二
万
五
千
人
は
訪
れ
た
。
こ
の
傾
向

は
湯
谷
温
泉
、
う
め
の
湯
、
東
栄
温
泉
な

ど
奥
三
河
各
地
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。

特
に
、
関
東
圏
か
ら
の
茶
臼
山
の
芝
桜
→

四
谷
の
千
枚
田
の
コ
ー
ス
が
目
立
っ
た
。 

大
動
脈
で
あ
る
新
東
名
新
城

IC

の
開

通
に
よ
り
、
今
、
一
層
の
観
光
客
が
全
国

規
模
で
押
し
寄
せ
る
こ
と
は
夢
で
な
い
。

そ
の
、
集
客
招
致
を
如
何
に
取
り
組
む
か
、

住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
議
論
し
た
内
容
①

ロ
ー
ド
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
地
域
資
源
の

活
性
に
取
り
組
む
一
環
と
し
て
、
ブ
ー
ム

傾
向
に
あ
る
ロ
ー
ド
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

拠
点
づ
く
り
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
ほ
う
ら

い
」、「
道
の
駅
」
、「
布
里
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
再
活
用
」
な
ど
の
各
地
施

設
と
タ
イ
ア
ッ
プ
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
と

し
て
活
用
、
三
遠
南
信
観
光
地
巡
り
な
ど

を
全
体
会
議
で
発
言
し
た
。 

 

こ
の
発
言
に
多
く
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
闊
達
な
意
見
、
助
言
が
得
ら
れ
た
。
特

に
、
飯
田
線
の
自
転
車
持
ち
込
み
に
つ
い

て
前
向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

参
考 

浜
松
い
な
さ

J
C
T

、
鳳
来
挟

I
C

供
用
開
始(

2
0
1
2
,
3
,4

) 

当
初
の
計
画
で
は

建
設
予
定
外
で
あ
っ
た
が
、
計
画
見
直
し
に

よ
り
地
域
振
興I

C

と
し
て
追
加
さ
れ
た
。 

新
東
名
高
速
道
路
開
通
に
伴
う 

波
及
効
果 

 

二
月
十
三
日
に
開
通
し
た
新
東
名
の

波
及
効
果
が
二
週
間
後
の
二
月
末
に
は

奥
三
河
周
辺
で
す
で
に
出
始
め
て
い
る
。 

四
谷
の
千
枚
田
で
み
る
と
、
ま
ず
、
車

の
ナ
ン
バ
ー
が
浜
松
か
小
牧
ナ
ン
バ
ー

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
も
の
が
、
関
西
、

関
東
圏
、
東
北
、
西
日
本
な
ど
、
と
ん
で

も
な
い
遠
距
離
か
ら
訪
れ
て
い
る
。 

～
何
ん
だ
ん
、
鳥
取
か
ら
来
た
だ
か
ん
、

ど
う
や
っ
て
此
処
を
知
っ
た
だ
ん
・
・
の

問
い
に
「
『
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
』
を

い
つ
も
読
ま
し
て
頂
い
て
い
る
。
一
度
、

訪
ね
て
見
た
い
と
思
い
、
来
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
で
す
ね
。
」
と
の
返
事
。 

こ
り
ゃ
あ
、
【
た
よ
り
】
も
や
す
や
す

や
め
る
わ
け
に
ゃ
あ
い
か
ん
わ
い
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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連
谷
老
人
ク
ラ
ブ
研
修
旅
行 

二
月
十
六
日
、
連
谷
老
人
ク
ラ
ブ
二
十

名
は
恒
例
の
日
帰
り
研
修
旅
行
を
幡
豆

温
泉
で
行
っ
た
。 

 

こ
の
、
ク
ラ
ブ
の
旅
行
は
表
向
き
も
、

裏
向
き
も
研
修
が
目
的
で
あ
り
、
丸
山
惇

志
会
長
か
ら(

舜)

に
講
師
を
依
頼
さ
れ
た
。

さ
て
、
話
題
、
題
材

は
山
積
し
て
い
る
。 

 

何
は
と
も
あ
れ
、

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催

十
周
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
参
加
や
閉
校

記
念
誌
編
纂
に
年
輪

を
重
ね
た(

年
寄
り)

知
恵
を
頂
い
た
こ
と

に
感
謝
。
そ
し
て
、

昨
日
開
催
さ
れ
た

「
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ

ト
」
を
話
題
と
し
た
。

(

前
面
参
照) 

 
 

サ
ミ
ッ
ト
で
感
じ

た
こ
と
は
南
信
州
や

天
竜
区
の
人
た
ち
が

飯
田
線
を
愛
し
て
い

る
こ
と
に
び
っ
く
り
、

ま
た
、
新
城
・
豊
橋

な
ど
三
河
を
重
要
視

し
て
い
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
た
。
や
は
り
、

諏
訪
湖
を
源
流
と
し
た
天
竜
川
、東
栄(

千

五
百
万
年
前
の
地
殻
変
動
で
封
鎖
、
現
在

の
天
竜
川
と
な
っ
た)

か
ら
の
Ｖ
字
谷
渓

谷
・
中
央
構
造
線
に
沿
っ
た
文
化
が
脈
々

と
継
承
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
も
判
る
し
、

こ
の
地
に
お
い
て
も
嫁
ぎ
、
嫁
が
れ
て
い

る
こ
と
で
も
室
町
時
代
以
前
か
ら
の
交

流
、D

N
A

で
繋
が
っ
て
い
る
三
遠
南
信

地
域
で
あ
る
。
等
々
を
話
し
た
。 

活
動
支
援
物
資 

 

愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所

建
設
課
は
「
ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
」

の
地
域
に
お
け
る
活
動
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て
鞍
掛
山

麓
千
枚
田
保
存
会
の
ネ
ー
ム
入
り
帽
子

を
支
援
物
資
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

揃
い
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
棚
田
の
保

全
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

成
果
報
告
会 

 

三
月
五
日
、
玖
老
勢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
平
成
二
十
七
年
度 

鳳

来
北
西
部
地
域
自
治
区 

地
域
活
動
交

付
金
事
業
成
果
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。 

事
業
成
果
報
告(

申
請
団
体
・
事
業
名) 

① 

与
良
木
組
・
与
良
木
地
区
環
境
整
備

事
業(

四
六
・
九
万
円) 

② 

鳳
来
寺
小
学
校
区
家
庭
教
育
推
進
協

議
会
・「
あ
そ
び
に
こ
ん
か
ん
」
活
性

化
事
業(

十
・
七
万
円) 

③ 

門
谷
総
合
開
発
委
員
会
・
鳳
来
寺
山

表
参
道
活
性
化
事
業(

二
九
・
九
万

円) 

④ 

明
る
い
農
村
づ
く
り
委
員
会
・
基
幹

道
路
整
備
を
通
し
た
山
里
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業(

五
十
万
円) 

⑤ 

玖
老
勢 

門
谷 

副
川
花
い
っ
ぱ
い
運

動
・
同
推
進
事
業(

四
一
・
九
万
円) 

⑥ 

玖
老
勢
区
・
同
区
民
広
場
の
利
用
活

性
化
の
た
め
の
保
全
事
業(

五
八
万

円) 

⑦ 

郷
土
地
名
研
究
会
・
海
老
、
連
谷
地

名
調
査 

保
存
事
業(

三
一
・
七
万
円) 

⑧ 
愛
里
の
郷
委
員
会
・
同
環
境
整
備
事

業(
十
三
・
三
万
円) 

⑨ 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
・「
四
谷
の

千
枚
田
」
を
世
間
に
知
ら
し
め
、
地

域
を
活
性
化
す
る
事
業

V
e
r.3

(

十

九
・
八
万
円) 

各
地
区
の
交
付
金
活
用
事
業
の
報
告

か
ら
を
み
る
と
、
「
環
境
整
備
、
地
域
活

性
化
保
全
・
改
善
事
業
」
が
目
立
っ
た
。

特
に
、
沿
道
沿
い
の
花
木
の
植
栽
に
よ
る

「
む
ら
お
こ
し
」
は
継
続
は
力
な
り
と
評

価
し
た
い
。 

 

保
存
会
は
二
十
八
年
度
地
域
活
動
交

付
金
申
請
に
お
い
て
、
決
し
て
高
望
は
致

し
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
宝
、
市
、
県
の
顔

と
し
て
知
名
度
が
否
応
な
し
に
ア
ッ
プ
。

こ
れ
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
に
は

資
金
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ほ
ぼ
、
本
年
同
様
の
交
付
金
申
請
を
致
し

ま
す
。
た
だ
、
い
や
で
も
高
齢
化
し
て
い

る
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け

る
事
故
対
策
と
し
て
、
や
や
多
め
の
傷
害

保
険
加
入
に
つ
い
て
切
に
お
願
い
し
ま

す
。
と
審
査
会
で
説
い
た
。 

今
後
の
予
定 

・
三
月
十
八
日(

金)

、
連
谷
小
学
校
卒
業

式(

卒
業
生
一
名) 

・
三
月
二
十
六
日(

土)

、
連
谷
小
学
校
お

別
れ
会 

・
四
月
五
日(

火)

、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場 

新
入
・
幹
部
社
員
研
修 

    

行 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
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